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［広報］

３

お
ひ
な
さ
ま
き
れ
い
。
私
も
な
れ
る
か
な

▼
「
ふ
く
し
ま
Ｄ

Ｃ
チ
ー
ム
し
ら
か

わ
９
ｕ
ａ
ｌ
ｉ
ｔ

ｙ
結
団
式
」
の
特

別
講
演
に
日
本
橋

高
島
屋
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
敷
田
正
法

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
気
遣
い
力
」

の
基
本
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。
▼
①

接
客
の
基
本
を
徹
底
す
る
（
身
だ
し

な
み
を
整
え
た
清
潔
感
、
明
る
い
あ

い
さ
つ
や
態
度
）
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
（
笑
顔
と
ア

イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
忘
れ
な
い
）
③
正

し
い
情
報
を
提
供
す
る
▼
お
も
て
な

し
の
心
溢
れ
る
プ
ロ
の
サ
ー
ビ
ス
を

学
び
ま
し
た
。
観
光
客
に
何
度
も
訪

れ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
お
も
て
な

し
の
気
持
ち
と
姿
勢
が
大
切
で
す
。

例
え
ば
、
案
内
す
る
際
、
寒
い
日
は

日
向
の
道
を
、
暑
い
日
は
日
陰
の
道

を
案
内
す
る
と
い
う
よ
う
な
心
遣
い

で
す
。
▼
「
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
ま

せ
ん
。
知
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
る
の

で
は
な
く
、
お
客
さ
ま
の
期
待
に
近

付
け
た
対
応
で
不
安
を
解
消
し
安
心

感
を
持
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
常
に
お
客
さ
ま
の
立
場
で

考
え
て
行
動
す
る
上
で
、
大
変
有
意

義
な
講
演
で
し
た
。
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村長室

●２人が知り合ったきっかけは？…高校の同級生です。学校行事で急に雨が
降ってきたとき、同じ班だった夫が長袖を貸してくれました。その優しさに
惚れた私が猛アタックしました。
●お互いの第一印象は？…（夫→妻）真面目そう。（妻→夫）しゃべらなさそう。
●子どもは何人ほしいですか？…女の子を２人。８月に１人目が生まれるの
で、今から楽しみです。
●理想の家庭は？…けんかをしても、話し合って解決できる関係でいたいで
す。家族で出かけたいです。47 都道府県を制覇することが目標。子どもにい
ろいろな経験をさせたいし、いい刺激を与える親でありたいです。

霜田大樹さん
　夏希さん

赤坂西野字前折戸／平成26年９月結婚

Ｈａｐｐｙ
Ｗｅｄｄｉｎｇ

File_14

結 婚 し ま し た

■ 行政ＮＡＶＩ
国民年金保険料の学生納付特例制度
有機たい肥「ゆうきくん」を割引価格で販売 ほか

■ CLOSE UP SAMEGAWA

アイディア詰まった新商品が登場
鮫川村の魅力を発信する一翼に

■ ほっとニュース

東京鮫川会総会・新年会
梅の木せん定研修会 ほか

愛
娘
心
海
ち
ゃ
ん（
4
つ
）
の
成
長
を
楽
し
み
に
、

ひ
な
人
形
を
眺
め
る
水
野
聡
子
さ
ん（
28
）=

赤
坂
中
野
字
伏
木
田
＝



23

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
測
定
値

測定箇所 測定値

仮設焼却炉入口 0.06

青生野小学校 0.08

朝日山登山道入口 0.04

青生野肥育組合 0.06

鹿角平観光牧場 0.03

行政

ＮＡＶＩ

　

村
仮
設
焼
却
炉
監
視
委
員
会

は
、
毎
週
金
曜
日
に
仮
設
焼
却

施
設
周
辺
の
空
間
線
量
を
測
定

し
て
い
ま
す
。
仮
設
焼
却
施
設

周
辺
の
空
間
線
量
測
定
結
果
と

関
連
フ
ァ
イ
ル
は
、
村
と
環
境

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

問
村
地
域
整
備
課
環
境
係
☎
㊾

　

３
１
９
６

仮
設
焼
却
施
設
周
辺

空
間
線
量
の
測
定
結
果

■施設周辺の空間線量（２月20日実施）　 　　 [μSv/h]

　

国
民
年
金
保
険
料
の
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
は
、
保
険
料
納
付
が
困

難
な
学
生
の
納
付
を
猶
予
す
る
制
度

で
す
。

申
請
期
間　

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
１
年
間（
毎
年
申
請
が
必
要
）

申
請
方
法　

▼
初
め
て
の
人
︙
役
場

住
民
福
祉
課
住
民
係
ま
た
は
年
金

事
務
所
で
所
定
の
用
紙
に
記
入
。

※
当
該
年
度
中
に
20
歳
に
な
る
人

に
は
、
取
得
届
と
申
請
書
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。
同
封
の
封
筒
で
返
送

す
る
か
、
各
窓
口
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
▼
継
続
の
人
︙
当
初
申

請
し
た
「
在
学
予
定
期
間
」
に
基

　

３
、４
月
は
、
転
勤
、
就
職
や
進
入

学
な
ど
で
住
民
異
動
が
多
く
な
り
ま

す
。
こ
の
時
期
、
初
め
て
住
所
を
変

更
す
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ

う
。
正
し
い
住
所
を
届
け
て
い
な
い

と
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
や
児

童
手
当
な
ど
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
入

学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
出
て

き
ま
す
。

　
「
26
年
度
食
生
活
改
善
推
進
員
・

健
康
運
動
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
修
了
し
た
14
人
が
、
新
た
に
会
員

に
な
り
ま
し
た
（
左
表
）。

　

講
座
で
は
、
▼
健
診
有
所
見
者
が

生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
危
険
性

▼
医
療
、
介
護
、
死
亡
な
ど
の
統
計

か
ら
村
の
実
態
を
把
握
▼
生
活
習
慣

病
と
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
食
と
運

動
▼
健
康
に
害
を
及
ぼ
す
喫
煙
と
ア

ル
コ
ー
ル
▼
歯
の
健
康
▼
心
の
健
康

︱
な
ど
、
日
常
の
食
事
や
生
活
習
慣

が
健
康
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

　

左
表
に
該
当
す
る
人
は
、
届
け
出

に
必
要
な
も
の
を
準
備
し
て
、
役
場

住
民
福
祉
課
住
民
係
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
国
民
健
康
保
険
や
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
保

険
証
や
年
金
手
帳
も
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

問
村
住
民
福
祉
課
住
民
係
☎
㊾
３
１

　

１
３

づ
き
、
毎
年
３
月
末
ご
ろ
ま
で
に

郵
送
さ
れ
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。
※
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、

再
度
、
窓
口
で
申
請
が
必
要
①
４

月
中
旬
に
な
っ
て
も
申
請
書
が
届

か
な
い
人
②
学
校
が
変
わ
っ
た
人

③
在
学
予
定
期
間
を
延
長
し
た
人

持
参
す
る
も
の　

▼
学
生
証
（
写
し

可
）
ま
た
は
在
学
証
明
書
▼
印
鑑

（
自
署
で
あ
れ
は
省
略
可
）
▼
年

金
手
帳

審
査
結
果　

審
査
に
は
２
、３
カ
月

か
か
り
ま
す
。
審
査
後
、「
結
果
通

知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
行
き

違
い
で
納
付
案
内
書
な
ど
が
送
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
破

棄
せ
ず
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

追
納
制
度　

本
人
の
申
し
出
に
よ
り

日
本
年
金
機
構
の
承
認
を
得
て
、

「
承
認
月
前
10
年
以
内
の
免
除
し

た
月
分
の
保
険
料
」
を
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る
保

険
料
額
は
、
免
除
さ
れ
た
当
時
の

保
険
料
額
と
経
過
期
間
に
応
じ
た

加
算
額
（
前
２
年
度
の
期
間
は
追

納
加
算
額
な
し
）。

問
村
住
民
福
祉
課
住
民
係
☎
㊾
３
１

１
３
／
白
河
年
金
事
務
所
☎

０
２
４
８
㉗
４
１
６
５

国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例
制
度　

学
生
の
保
険
料
納
付
を
猶
予

転
勤
、
就
職
、
進

入
学
の
シ
ー
ズ
ン
　

忘
れ
ず
に
届
け
出
を

食
生
活
改
善
推
進
員
・

健
康
運
動
サ
ポ
ー
タ
ー　

14
人
が
仲
間
入
り

■住所変更などの主な届け出

こんなとき
届け出
の種類 届け出に必要なもの 届け出期限

村外から

移ってきた
転入届

□転出証明書（前住所地で発行）
□国民年金手帳（加入者だけ）
□社会保険の保険証（加入者だけ）

本村に来てか

ら14日以内

村外へ移る 転出届

□転出先の住所
□各種保険証（国保・後期など）
□印鑑登録証（登録者だけ）
□こども医療費受給者証（社保加入
者だけ）

村外に移る前

村内で住
所を変更
する

転居届
□各種保険証（国保・後期など）
□こども医療費受給者証（社保加入
者だけ）

引っ越した日
から14日以内

世帯主が

変わった

世帯主
変更届

□国民健康保険証（加入者だけ）
変更した日か
ら14日以内

加入してい

る保険が

変わった

取得届
□国民健康保険証（世帯に加入者が

いる場合）
□資格喪失証明書

異動した日か
ら14日以内

喪失届
□国民健康保険証
□新しい保険証

異動した日か
ら14日以内

※印鑑は、全ての届け出に必要です。忘れずに持参してください。

　村は、農業の基本「土づくり」を
推進するため、有機たい肥「ゆうき

くん」を期間限定割引価格で販売
しています。農薬や化学肥料に頼
らない安心、安全な農産物の生産
に役立ててください。
金額　「ゆうきくん」のバラたい肥

1㌧当たり3,000円（散布料込）※
通常は１㌧当たり4,500円（散布
料込）
散布条件　 ▼散布の下限面積は1

ほ場当たり5㌃、申込面積は20

㌃以上（ほ場の状態により散布
できない場合があります） ▼ 誤
散布防止のため、作業前にほ場
の確認を行います。立ち会いま

たは目印の設置に協力してくだ

さい。
申し込み　3月31日㊋までに豊か

な土づくりセンター「ゆうきの

郷
さ と

土」に電話またはファクスで申
し込んでください。
問村豊かな土づくりセンター「ゆ

うきの郷土」☎㊾3474／ FAX

㊾3475

　 「ゆうきくん」を
割引価格で
販売しています

有 機
たい肥

養成講座を修了し、新会員となった皆さん

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

修
了
者
は
、
27
年
度

か
ら
「
食
生
活
改
善
推

進
員
」「
健
康
運
動
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、

村
民
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
に
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
生
活
や
健
康
運

動
を
普
及
す
る
活
動
な

ど
に
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
取
り
組
み
ま

す
。

問
村
住
民
福
祉
課
健
康

　

係
☎
㊾
３
１
１
２

仮
設
焼
却
炉
周
辺
の
測
定
値

測定箇所 測定値
施設東側 120ｍ －
施設南側 120ｍ －
施設西側 120ｍ －
施設北側 120ｍ －
仮置場看板付近 0.05

石久保線起点 0.07

石久保線終点 0.07

和協管理棟付近 0.07

■ 27年度からの新会員
担当地区 新会員（敬称略）

赤坂中野
（食・健）湯坐喜美重、鈴木純子、鈴木三起子
（食）鈴木ミチ子
（健）山本さち子

赤坂東野
・石井草

（食）本郷まさ子、蛭田光枝、矢吹すみ子

富　田
（食・健）塩田恵美子
（食）緑川孝子

渡　瀬
（食）栗原幸子
（健）蛭田一雄

青生野 （食）笹島浩子、岡部加代子

※（食）食生活改善推進員、（健）健康運動サポーター

口
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アイデア詰まった新商品が登場
鮫川村の魅力を発信する一翼に

「緑のふるさと協力隊 in 鮫川村」
「いいね！」お願いします。

縁ＤＯＬＩＦＥ 緑のふるさと協力隊
遠藤敬介さんの鮫川体験記～笑顔を力に～

エン・ドゥ・ライフ　Ｖｏｌ．11

４
月
に
越
し
て
き
て
約
１
年
が

経
ち
ま
し
た
。
鮫
川
村
は
、四

季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。
き
っ
と
、
自
然
が
豊
か
な
場

所
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
ね
。

は
、
四
季
折
々
の
花
が
咲
き
誇
り
、

多
く
の
野
鳥
が
集
ま
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
都
会
の
オ
ア
シ
ス
と
い

え
る
場
所
は
、
多
く
の
住
民
の
心

を
つ
か
み
、
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。
し
か
し
、
訪
れ
る
人
が
増
え

れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
そ
れ
に
応
じ

た
整
備
も
必
要
で
す
。
そ
れ
は
、
場

所
が
変
わ
っ
て
も
同
じ
で
す
。
自

然
豊
か
な
鮫
川
村
も
、
や
は
り
整

備
さ
れ
な
け
れ
ば
魅
力
は
な
く
な

り
ま
す
。
舘
山
公
園
を
は
じ
め
と

す
る
魅
力
あ
る
場
所
が
、
鮫
川
の

オ
ア
シ
ス
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

協
力
隊
と
し
て
、農
作
業
、都
市

交
流
、「
手
・
ま
め
・
館
」
の
手
伝

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

し
て
、
人
と
自
然
の
交
流
を
学
び

ま
し
た
。
観
光
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ

リ
デ
ー
と
は
違
い
、
実
際
に
暮
ら

し
た
こ
と
で
村
を
深
く
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
口
下
手
な
私
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
温
か
く
接
し
て

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
た
く
さ
ん

の
村
民
の
皆
さ
ん
と
話
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
生
か

し
て
、
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

の
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
で
毎

年
上
位
に
入
る「
吉
祥
寺
」
は
、
お

し
ゃ
れ
で
若
者
に
人
気
が
あ
り
ま

す
。
で
も
、一
番
の
理
由
は「
井
の

頭
公
園
」
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
公
園
の
中
心
に
あ
る
池
に

　

東
京
に
は
、
桜
や
イ
チ
ョ
ウ
の

木
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て
い
る

場
所
が
一
部
あ
り
ま
す
が
、
多
く
は

ビ
ル
街
や
住
宅
街
で
す
。
そ
の
た

め
、
公
園
の
有
無
が
住
み
や
す
さ

に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
都
内

1

4

2

3

美
し
い
自
然
に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け

舘
山
公
園
な
ど
を
鮫
川
の
オ
ア
シ
ス
に

CLOSE  UP  SAMEGAWA
ク ロ ー ズ　 ア ッ プ　 さ め が わ

1_切り出した杉をチェーンソーで
切断してまきを作りました
2_富田地区夢づくり協議会主催の
「梅の木せん定研修会」に参加しま
した
3_みその加工工程。蒸かした大豆
と麹などを混ぜ合わせます
4_凍み大根の作り方を教えてもら
いました

　
「
第
11
回
ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
村
長
賞
を
受
賞

し
た
小
森
多
恵
子
さ
ん
（
57
）
＝

赤
坂
東
野
字
戸
草
＝
の
ス
イ
ー

ツ
「
と
っ
て
も
大
豆
な
フ
ロ
ラ

ン
タ
ン
」
が
こ
の
ほ
ど
商
品
化

し
、
２
月
７
日
か
ら
絵
本
喫
茶

「
Ｌ

リ

ト

ル

ｉ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ　

Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ
」

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

商
品
化
さ
れ
た
ス
イ
ー
ツ
は
、

ク
ッ
キ
ー
生
地
の
サ
ク
サ
ク
し
た

食
感
と
飴
の
固
さ
が
、
大
豆
の
香

ば
し
さ
を
引
き
立
て
ま
す
。
食
べ

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
髙
野

大
助
さ
ん
（
42
）
が
昨
年
９
月
か

ら
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た

「
抹
茶
く
ず
湯
」と「
し
ょ
う
が
湯
」

が
商
品
化
さ
れ
、
２
月
18
日
か
ら

村
農
産
物
加
工
・
直
売
所
「
手
・

ま
め
・
館
」
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

村
産
の
き
な
粉
と
米
粉
を
使
っ

た
く
ず
湯
と
し
ょ
う
が
湯
は
、

「
お
湯
に
溶
か
す
だ
け
で
手
軽
」

「
体
の
芯
ま
で
温
ま
る
」
な
ど
評

判
も
上
々
。
農
閑
期
の
冬
場
に
、

や
す
い
形
に
し
た
り
、
小
分
け
に

で
き
る
よ
う
切
れ
目
を
入
れ
た
り

と
、
消
費
者
目
線
の
細
や
か
な
気

配
り
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

小
森
さ
ん
は
「
鮫
川
村
の
お
土

産
の
一
つ
と
し
て
定
着
す
る
と
う

れ
し
い
で
す
」
と
に
っ
こ
り
。

　

同
商
品
は
、
３
本
入
り
３
５
０

円
（
税
込
）。
同
喫
茶
の
ほ
か
、

村み

ん

な民
の
店
「
す
ま
い
る
」
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

問
絵
本
喫
茶
「
Ｌ
ｉ
ｔ
ｔ
ｌ
ｅ　

　

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
☎
㊾
２
２
５
０

売
り
上
げ
に
貢
献
で
き
る
新
商
品

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

髙
野
さ
ん
は
「
多
く
の
人
に
飲

ん
で
ほ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

大
豆
や
エ
ゴ
マ
な
ど
、
鮫
川
ら
し

さ
を
打
ち
出
し
た
商
品
を
開
発
し

た
い
で
す
」
と
意
欲
的
で
す
。

　
「
抹
茶
く
ず
湯
」
と
「
し
ょ
う
が

湯
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
袋
20
㌘
入

り
が
２
袋
入
っ
て
１
０
０
円
（
税

込
）
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
村
農
産
物
加
工
・
直
売
所
「
手
・

　

ま
め
・
館
」
☎
㊾
２
５
５
６

と
っ
て
も
大
豆
な
フ
ロ
ラ
ン
タ
ン

抹
茶
く
ず
湯
・
し
ょ
う
が
湯

ア
イ
デ
ィ
ア
料

理
コ
ン
テ
ス
ト

「
村
長
賞
」
受
賞
し
た

風
味
豊
か
な
ス
イ
ー
ツ
が
商
品
化

鮫
川
ら
し
さ
を
打
ち
出
し
た

農
閑
期
に
貢
献
で
き
る
新
商
品

上_商品化された新食感の

スイーツ「とっても大豆なフ

ロランタン」。原料は、村内の

農家が丹精込めて作った大

豆だ

左_完成した商品を手に「皆

さんに受け入れてもらえる

か不安ですが、商品として形

になってうれしい」とほほ笑

む小森さん

程よい甘さの「抹茶くず湯」（写真手前）と甘さの中にしょ

うが特有の辛みが特徴の「しょうが湯」。どちらも幅広い

年代から好評を得ている
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　「
第
２
回
鮫
川
村
こ

ど
も
模
擬
議
会
」
は
２

月
17
日
、
役
場
議
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
模
擬
議
会
は
、
子
ど

も
た
ち
の
声
を
今
後
の

政
策
に
生
か
す
ほ
か
、

議
会
制
や
村
政
を
学
ぶ

機
会
に
す
る
こ
と
な
ど

が
目
的
で
す
。

　
今
回
は
村
内
２
つ
の

小
学
校
の
代
表
33
人

（
鮫
川
小
６
年
生
28
人
、

青
生
野
小
６
年
生
１
人
、

同
５
年
生
４
人
）
が
、
７

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

身
近
な
生
活
の
疑
問
や

提
案
な
ど
を
堂
々
と
発

表
。
大
樂
村
長
と
奧
貫

教
育
長
に
答
弁
を
求
め

ま
し
た
。

　
活
発
に
再
質
問
を
し

た
り
、
真
剣
に
メ
モ
を

取
っ
た
り
す
る
子
ど
も

議
員
た
ち
の
意
欲
的
な

姿
が
印
象
的
で
し
た
。村長の答弁を聞く子ども議員みそ加工を学ぶ学生

村政TOPICS

表
彰
状
を
手
渡
さ
れ
る
芳
賀
校
長

木
製
の
机
と
椅
子
で
学
習
す
る
児
童

熱
心
に
指
導
を
受
け
る
参
加
者

子どもたちが議会制や村政に理解を深める

せん定方法などを学ぶ
富田地区夢づくり協議会「梅の木せん定研修会」

　富田地区夢づくり協議会特産品開発事業部（円
谷次男部会長）の「梅の木せん定研修会」は２月８
日、富田字彦次郎の観光梅園で行われました。
　参加者は、県南農林事務所の齋藤義雄氏の指
導で、梅のせん定方法や病害虫防除などを学び

ました。

多数の優れた作品が評価

温かみある使い心地に満足

鮫川小が「17字のふれあい」で奨励賞

青生野小に児童用木製机・椅子

　県教育委員会主催の「17字のふれあい事業」で
鮫川小（芳賀なおみ校長、177人）が奨励賞を受
賞しました。受賞は、ほとんどの児童が出品し、
しかも優れた作品が多かったことが評価されたも

のです。表彰式は２月５日、同校校長室で行われ、
芳賀校長に表彰状が手渡されました。

　村は、森林環境交付金を利用し、県産材の児童
用木製机・椅子13組を購入しました。12月22日
から青生野小（遠藤真由美校長、12人）の児童が

使用しています。５年の澤口琴音さんは「冬でも椅
子が冷たくならないし、引き出しが広くて使いや

すいです」と使い心地に満足していました。

村政TOPICS

ふるさと談義で親睦を深める

東京農大生がみそ加工などを学ぶ

第29回東京鮫川会総会・新年会

上_多くの会員が出席した総会

左_和やかに行われた新年会

衰
え
な
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神「西山ほっと」が準優勝を果たす

鬼は外、福は内

高
坂
さ
ん
（
80
）
が
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走第16回東白川町村親善インディアカ大会

こどもセンターで節分行事「豆まき」

　昨年12月にハワイで開かれた「ホノルルマラソ

ン」に東京鮫川会員の高坂寛二さん（80）＝埼玉
県在住、赤坂西野出身＝が出場しました。
　75歳を機に、新たなチャレンジと出場した高坂
さん。３回目の今年は７時間46分で見事完走しま

した。

　東白川地方体育協会連絡協議会主催の「第16

回東白川町村親善インディアカ大会」は２月８日、
村農業者トレーニングセンターで行われました。
　大会には、３町村から11チームが出場。熱戦
の結果、本村から出場した「西山ほっと」チーム

が堂々準優勝しました。

　さめがわこどもセンターの「豆まき」は２月３日、
同体育館で行われ、園児たちが節分行事を体験
しました。手作りの鬼の面を着けた園児たちは

「泣き虫鬼」や「食いしん坊鬼」など、追い出した

い鬼を発表。その後、鈴木令子園長に豆をまいて

もらい、心の中に潜む鬼を退治しました。

42
・
１
９
５
㌔
を
走
り
切
っ
た
高
坂
さ
ん

息
を
の
む
ラ
リ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

豆
を
ま
か
れ
、
逃
げ
る
小
鬼
た
ち

ほ っ と ニ ュ ー ス

　「第29回東京鮫川会総会・新年会」は１月24日、
東京の新宿住友ビルで行われました。
　同日は会員・村関係者など約90人が出席。総
会で茨木会長は「今後もふるさと鮫川村と交流を

深めていきたい」とあいさつ。続いて、大樂村長、
前田村議会議長ら来賓が祝辞を寄せました。
　議事では、平成 26年度事業報告と収支決算、
平成27年度事業計画と収支予算が審議され、原
案のとおり承認されました。
　総会終了後は恒例の新年会が行われ、参加者
らはふるさと談義に花を咲かせながら、親睦を深
めていました。

　
東
京
農
大
短
大
部
醸

造
学
科
の
「
醸
造
特
別

実
習
」
は
２
月
２
日
か

ら
７
日
ま
で
、
村
内
各

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
実
習
に
は
、
同
学
科

２
年
の
岩
永
み
ち
る
さ

ん
と
石
川
菜
摘
さ
ん
が

参
加
。
村
農
産
物
加
工
・

直
売
所
「
手
・
ま
め
・
館
」

で
み
そ
の
加
工
や
揚
げ

物
な
ど
の
食
品
製
造

を
体
験
し
た
ほ
か
、
村

豊
か
な
土
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
う
き
の
郷さ

と土
」

の
施
設
見
学
を
し
ま
し

た
。

　
２
人
は
「
み
そ
加
工

は
授
業
と
規
模
が
異
な

り
重
労
働
で
し
た
」「
皆

さ
ん
と
て
も
温
か
く
て
、

優
し
く
接
し
て
し
て
く

れ
ま
し
た
」「
一
生
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
」

と
充
実
感
を
に
じ
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
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Book

「『ごめんね』を上手に言う方法
は？」「いじめられたら、どうしたら

いい？」など、答え
に困る「心の疑問」
にたくさんの絵を
使ってすっきり回
答。読むほどに心
が豊かに、強くな
る一冊。

89 89

図 書 の 缶 詰

図書館からおすすめの本をご紹介
鮫川村図書館☎ 29-1150

なまため・あさみ●1986年浅川町生まれ。08年、結婚を機に
鮫川村に移住。グループホームさめがわ（水口）の介護員として
お年寄りたちの生活を支援する。趣味は買い物。モットーは「無
駄な一日はない」。夫、長男、二男と4人暮し。赤坂中野字東前
田在住、28歳

　

結
婚
を
機
に
鮫
川
に
移
り
住
み
、
今

年
で
６
年
目
。
家
族
は
夫
、
４
歳
と
２

歳
の
息
子
の
４
人
で
す
。
結
婚
当
初
は
、

知
ら
な
い
土
地
で
の
暮
ら
し
や
初
め
て

の
職
場
に
不
安
で
し
た
。
今
は
、
鮫
川

の
生
活
に
も
慣
れ
、
毎
日
が
と
て
も
あ

り
が
た
く
、
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

二
男
を
出
産
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
、

砂
遊
び
す
る
長
男
の
そ
ば
で
、
私
は
二

男
を
抱
っ
こ
し
て
い
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
す
る
と
長
男
は
砂
遊
び
に
飽
き

て
、「
ど
こ
か
に
行
こ
う
」
と
泣
き
始
め

ま
し
た
。
そ
の
声
に
つ
ら
れ
て
二
男
も

泣
き
始
め
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
向
か

い
の
家
の
お
母
さ
ん
が
「
お
ば
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
散
歩
に
行
こ
う
」
と
声
を
掛

け
て
く
れ
た
の
で
す
。
ご
近
所
さ
ん
の

人
情
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
散
歩

か
ら
帰
っ
て
き
た
長
男
の
笑
顔
を
見
て
、

「
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
」
と
意
地
を
張
っ

て
い
た
心
が
軽
く
な
り
ま
し
た
。

　

天
気
の
良
い
日
に
散
歩
し
て
い
る

と
、「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
」
と
近
所
の

お
じ
さ
ん
。
初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

た
く
さ
ん
の
リ
ン
ゴ
を
く
れ
ま
し
た
。

以
来
、
長
男
は
、
そ
の
人
を
見
か
け
る

た
び
「
リ
ン
ゴ
の
お
じ
さ
ん
だ
」
と
喜

び
ま
す
。

　

私
は
、
子
ど
も
と
一
緒
に
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
鮫
川
が
大
好
き
で
す
。
皆
さ
ん

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

次
号
は
、
中
川
西
香
央
里
さ
ん（
赤
坂
東
野

字
中
内
）に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
！

200村民【随想】リレー

生田目麻美さん

息子の笑顔

兄は穀物商の跡取り、美人の妹は
老舗旅館の玉の輿。豊臣秀吉似の
サル顔が災いして、片田舎の農家

に嫁がされたサダ。
口も悪くて金払い
も最悪のこの女
に、なぜ人は吸い
寄せられるのか？
悩みも悲しみも笑
い飛ばす、最強女
の一代記。

み ん な の ペ ー ジ

踊
り
を
通
し
て
幅
広
い
年
代
が
一
つ
に

岩見流藤芳すみれ会
鈴木ミチ子代表／５人

　

日
本
舞
踊
の
「
岩
見
流
藤
芳
す
み
れ
会
」

（
鈴
木
ミ
チ
子
代
表
）
で
は
、
小
学
６
年
か
ら

83
歳
ま
で
の
会
員
が
世
代
を
超
え
て
稽
古

し
て
い
ま
す
。
指
導
す
る
の
は
石
川
町
の
柳

寿じ

ゅ

さ

え

沙
恵
さ
ん
。
歌
の
情
景
を
表
現
す
る
こ
と

を
心
掛
け
、「
表
情
は
も
と
よ
り
、
瞳
の
輝
き

や
手
の
置
き
方
な
ど
に
も
重
点
を
置
い
て
い

ま
す
」
と
に
っ
こ
り
。
踊
り
を
披
露
す
る
機

会
も
多
く
、
各
方
面
か
ら
「
い
い
踊
り
だ
ね
」

と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
会
員
４
人
が
名
取
と
な
り
、
稽

古
に
も
一
層
力
が
入
っ
て
い
る
そ
う
。
鈴
木

代
表
は
「
世
代
を
超
え
て
活
動
で
き
る
こ
と

が
魅
力
。
み
ん
な
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
磨

き
を
か
け
、
岩
見
流
の
魅
力
を
広
め
た
い
で

す
」
と
意
欲
満
々
で
す
。

さ

る

め

集

が

い

わ

36

を

彩

■

日本一の女

第３土曜日は 家族一緒に読書の日

俳　
　

句

ロ
ウ
バ
イ
や
天
に
ひ
ろ
が
る
花
見
山

中
井
　
恒
峯

節
分
へ
や
っ
か
が
し
ら
焼
く
唾
か
け
つ
つ

北
條
素
人
坂

ど
ん
ど
焼
き
火
の
粉
か
ぶ
り
て
餅
焙
る

松
本
　
精
一

切
株
を
羊
の
群
と
孫
の
言
う前

田
　
縫
子

鬼
の
面
ぶ
ら
さ
げ
下
校
の
児
ら
は
し
ゃ
ぐ

齋
須
　
信
子

年
重
ね
豆
撒
く
声
の
低
く
な
り

鈴
木
　
米
子

凍
み
大
根
つ
く
り
し
人
の
手
の
温
み

山
本
　
恵
子

七
七
と
並
ぶ
齢
や
朝
の
凶
報土

　
竜
　
庵

ほ
ろ
ほ
ろ
と
記
憶
こ
ぼ
れ
る
米
寿
の
春

山
本
五
十
鈴

短　
　

歌

一
歩
一
歩
窓
の
ガ
ラ
ス
を
這
い
上
が
る

蛙
の
力
に
暫
し
見
惚
れ
る

鈴
木
イ
ミ
子

落
し
種　

庭
先
に
咲
く
朝
顔
の
藍
色
の

花
に
朝
な
朝
な
水
を
や
る

佐
藤
　
春
枝

農
民
の
心
の
明
り
に
油
と
言
う
手
だ
て

も
無
く
て
消
え
ゆ
く
や
灯
も

矢
吹
　
定
子

草
木
ら
の
最
後
の
装
い
錦
し
て
寒
さ
の

冬
へ
と
入
り
て
ゆ
く
ら
む

須
藤
　
幸
子

待
つ
家
族
あ
る
幸
せ
を
大
切
と
す
れ
ば

帰
り
の
雲
光
り
た
り

水
野
　
珠
子

文
字
一
つ
心
に
し
つ
つ
道
歩
む
八
十
路

の
わ
れ
に
射
す
春
の
日
は

関
根
　
瑞
恵

放
射
能
怖
れ
る
も
よ
し
さ
れ
ど
今
蒔
き

て
営
む
わ
が
農
の
種

溝
井
　
清
乃

何
な
く
も
未
だ
働
け
る
わ
れ
な
れ
ば
納

屋
に
満
た
し
ぬ
野
菜
の
数
を坂

本
　
伊
紀

違
法
と
言
う
東
京
裁
判
論
じ
も
せ
ず
自

虐
の
精
神
に
沈
む
政
治
家
は一

　
平
　
子

思
い
出
の
詰
ま
る
盆
栽
雪
被
り
な
だ
り

に
福
寿
草
花
の
咲
き
初
む

石
井
　
幸
子

何
時
ま
で
か
め
げ
ず
居
座
る
豪
雪
を
春

め
く
今
日
は
畑
を
見
回
る

須
藤
シ
ツ
エ

雪
深
き
土
手
に
仄
か
な
陽
を
う
け
て
蕗

の
薹
緑
に
春
を
告
げ
い
る

前
田
喜
三
子

き
さ
ら
ぎ
の
月
と
も
な
れ
ば
日
差
し
ま

で
明
る
さ
増
し
て
光
の
ま
ぶ
し

関
根
ヨ
ネ
子

山
峡
の
夜
空
の
星
を
見
上
げ
つ
つ
今
宵

も
冷
え
る
如
月
の
夜

藤
田
千
代
子

雪
の
日
に
焼
き
い
も
売
り
の
声
高
く

ぴ
ー
ぴ
ー
鳴
ら
し
ゆ
る
り
と
走
る

関
根
ハ
ナ
ヨ

ど
か
雪
に
小
鳥
群
れ
来
て
梅
擬
つ
い
ば

み
一
面
く
れ
な
い
に
染
め

関
根
　
富
久

新
年
に
望
み
を
賭
け
し
計
画
も
期
日
迫

れ
ば
こ
こ
ろ
焦
り
ぬ

板
橋
　
源
良

六
人
の
子
等
よ
り
電
話
次
々
と
我
が
誕

生
日
祝
い
く
れ
た
り

関
根
キ
ヌ
子

凍
て
土
を
持
ち
上
げ
芽
吹
く
福
寿
草
幸

多
か
れ
と
春
一
番
を
待
つ

矢
吹
　
一
二

流
れ
ゆ
く
川
瀬
の
音
の
清
ら
か
な
リ
ズ

ム
に
踊
る
岸
辺
の
や
な
ぎ

北
條
　
　
平

斉木香津著、小学館

こころのふしぎ
なぜ?　どうして?
大野正人著、高橋書店

N
A

M
ATA

M
E ASA

M
I
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太
巻
き
寿
司
を
切
る
と
花
、
生
き

物
や
文
字
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

模
様
が
現
れ
る
「
祭
り
寿
司
」。
こ
れ

を
鮫
川
村
で
広
め
た
の
が
高
木
モ
ト

さ
ん
で
す
。

　

今
か
ら
30
年
ほ
ど
前
に
開
か
れ
た

祭
り
寿
司
の
第
一
人
者
・
龍
崎
英
子

さ
ん
の
料
理
教
室
で
、
基
礎
を
学
び

ま
し
た
。
以
来
、
祝
い
事
や
お
孫
さ

ん
に
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
る
た
び
に
腕

を
振
る
い
ま
す
。

　
「
祭
り
寿
司
に
は
、
作
る
楽
し
み
、

見
る
楽
し
み
、
食
べ
る
楽
し
み
が
あ

り
ま
す
」
と
言
葉
を
弾
ま
せ
る
モ
ト

さ
ん
。「
き
れ
い
な
模
様
が
で
き
た

と
き
は
、
言
葉
に
で
き
ま
せ
ん
」
と

に
っ
こ
り
。

　

き
ち
ん
と
基
礎
を
学
べ
ば
、
誰
に

で
も
作
れ
る
そ
う
で
す
が
、
美
し
い

模
様
を
作
る
た
め
に
、
経
験
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。「
酢
飯
や
具
材
の
適
量

を
覚
え
、
そ
れ
を
均
等
に
乗
せ
て
い

く
こ
と
で
、
ど
こ
を
切
っ
て
も
美
し

い
模
様
に
な
り
ま
す
」
と
秘
け
つ
を

話
し
ま
す
。

　

村
内
の
各
団
体
な
ど
か
ら
依
頼
を

受
け
て
教
え
る
こ
と
も
あ
り
、「
意

外
に
も
手
軽
に
作
れ
る
か
ら
楽
し

い
」
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
モ
ト

さ
ん
に
教
わ
っ
た
人
た
ち
が
、
他
の

人
た
ち
に
教
え
る
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
、「
祭
り
寿
司
の
輪
が
広
が
っ
て

う
れ
し
い
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

「手間はかかるが、苦にならな
い」と話すモトさん。家族か
らも「おいしい」と好評です

水口集落の集まりに呼ばれ、祭り
寿司の作り方を教えるモトさん。
楽しく学ぶ一方で、その手際の良
さに驚く参加者

英
語
宿
泊
体
験
研
修

　

２
年
生
32
人
は
１
月
21
、
22
日

の
両
日
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル

ズ
で
一
泊
二
日
の
英
語
宿
泊
研
修

を
体
験
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
ゲ
ー
ム
や
お
菓
子

作
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
２
日

間
、
全
て
英
語

で
会
話
を
し
、

ま
る
で
海
外
留

学
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

　

研
修
を
終
え

た
生
徒
た
ち
は
、

「
英
語
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ

た
」「
小
学
生
の
と
き
よ
り
聞
き

取
れ
た
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

学
力
テ
ス
ト
三
冠
王

　

鮫
川
中
は
、
一
学
期
に
漢
字
テ

ス
ト
、
二
学
期
に
計
算
力
テ
ス
ト
、

三
学
期
に
英
語
ス
ペ
リ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

３
つ
の
テ
ス
ト
で
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
を
達
成
し
た
生
徒
を
「
学
力
テ

ス
ト
三
冠
王
」
と
し
て
表
彰
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
三
冠
王
は
、
次

の
13
人
で
す

（
敬
称
略
）。

︻
１
年
︼矢
吹
怜

豊
、
藤
田
彩
那
、

鈴
木
舜
花
、
藤

田
弥
生
、
市
川

正
己
、
我
妻
美

空︻
２
年
︼岡
部
哲
弥
、
鷺
野
谷
海

翔
、関
根
美
可
、橋
本
侑
香︻
３
年
︼

武
藤
貴
仁
、
蛭
田
渉
、湯
座
雅
貴

鮫
川
中
の
伝
統

　
「
鮫
川
中
の
良
い
と
こ
ろ
は
ど

こ
で
す
か
？
」
と
質
問
す
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
「
壇
の
岡
の

坂
で
の
あ
い
さ
つ
」
と
答
え
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
本
校
の
素
晴
ら
し
い

伝
統
で
す
。
さ
ら
に
、
朝
の
ハ
イ

タ
ッ
チ
運
動
が

新
し
い
伝
統
に

な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、

毎
朝
の
気
持
ち

良
い
あ
い
さ
つ

と
触
れ
合
い
で
、
元
気
に
一
日
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

（
文
・
写
真
／
鮫
川
中
学
校
）

み ん な の ペ ー ジ

高坂和樹さん

たかさか・かずき
1994年３月15日生まれ　20歳
AB型　うお座
趣味はゴルフ
赤坂西野字上在住

★今、夢中になっているこ

とは？

　娘（9カ月）の育児です。
仕事が忙しくても、自分が
お風呂に入れます。子ども
の成長を見るのが一番の楽
しみです。
★これからチャレンジしてみ

たいことは？

　野球をしています。地元
のチームに所属しています。
昨年果たせなかった県大会
１勝が目標です。
★鮫川村に住んで感じるこ

とや村政について思うこと

は？

　鮫川村の魅力は、大自然
と人の温かさです。高校卒

業後、埼玉県内で生活しま
したが、ふるさとが恋しい
と思うことがありました。
Ｕターンして、村の人たち
は温かくていいなと、あら
ためて実感しました。
★鮫川村に要望などはあり

ますか？

　きれいに除雪してほしい
と思う以外は、不便を感じ
ることはありません。むし
ろ、鮫川村で生まれ育った
ことを誇りに思っています。
格好付けず、田舎のままの
鮫川村であってほしいです。

若者の広場　№ 123

楽しく作る「祭り寿司」

高木モトさん
たかぎ・もと／赤坂中野字薄ヶ久保／ 75歳

美しい模様ができたときは、
言葉になりません

４月は、高坂知恵さん（赤坂西
野字上在住）の予定です。

鮫川中学校編

（125）

鮫
川
村
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
が
誇
り

あなたの

Vol.32

光る技

キラり
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■電話番号

鮫川村役場（代表・総務課）
☎ 0247―49―3111
FAX 0247―49―2651

防災無線でむし歯予
防を呼びかけます。
３月の担当は―
鮫川小学校
保健委員会（６年）
　薄葉大生さん

　藤田　蓮さん

　鈴木千尋さん

　舟木　花さん

雑
誌
な
ど
の
刊
行
物
を

提
供
し
ま
す

　

廃
棄
予
定
の
雑
誌
を
希
望
者

に
提
供
し
ま
す
。

場
所　

村
図
書
館

期
間　

３
月
10
日
㊋
～
20
日
㊎

９
時
30
分
～
18
時（
図
書
館

休
館
日
を
除
く
）

数
量　

１
人
５
冊
ま
で

問 

村
図
書
館
☎
㉙
１
１
５
０

早
期
就
職
希
望
者
対
象
に

求
職
者
支
援
制
度

　

求
職
者
支
援
制
度
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
人
な
ど

を
対
象
に
、
職
業
訓
練
に
よ
る

行
政
書
士
に
よ
る

困
り
ご
と
無
料
相
談
会

　

各
種
許
認
可
申
請
な
ど
の
手

続
き
や
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
な

ど
の
相
談
に
、
行
政
書
士
が
無

料
で
応
じ
ま
す
。

日
時　

３
月
17
日
㊋　

受
け
付

　

け
10
時
～
15
時

会
場　

棚
倉
町
「
新
富
家
」

そ
の
他　

予
約
優
先
（
予
約
な

　

し
で
も
相
談
可
）

問 

県
行
政
書
士
会
県
南
支
部

　

事
務
局
☎
０
２
４
８
㉕
１
１

　

０
０

27
年
度
福
島
県
警
察
官
Ａ

採
用
候
補
者
試
験

受
験
資
格　

昭
和
56
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
▼
①
大
学
を
卒
業
ま
た
は

27
年
９
月
30
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人
②
人
事
委
員
会

が
①
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
人

採
用
予
定
人
員

　

男
性
20
人
程

　

度
、
女
性
５

　

人
程
度

受
付
期
間　

３

月
13

日
㊎

～
４
月
10
日
㊎
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
は
４

月
７
日
㊋
ま
で

採
用
予
定
日　

10
月
１
日
㊍

第
１
次
試
験　

▼
試
験
日
︙
５

月
10
日
㊐
▼
試
験
会
場
︙
福

島
大
学

問 

県
警
察
本
部
☎
０
１
２
０

　

・
２
７
６
・
３
１
４

国
土
を
守
る

予
備
自
衛
官
補

受
験
資
格　

▼
一
般
公
募
︙
18

歳
以
上
34
歳
未
満
▼
技
能
公

募
︙
18
歳
以
上
53
～
55
歳
未

満
受
付
締
切　

３
月
24
日
㊋

試
験
日　

４
月
10
日
㊎
～
14
日

　

㊋
の
指
定
す
る
１
日

問 

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本

　

部
白
河
地
域
事
務
所
☎
０
２

　

４
８
㉔
０
３
７
２

ふ
く
し
ま
追
悼
復
興
祈
念

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　

県
は
、
東
日
本
大
震
災
で
犠

牲
に
な
っ
た
人
た
ち
へ
哀
悼

を
さ
さ
げ
、
復
興
へ
の
思
い
や

支
援
に
対
す
る
感
謝
を
県
民

の
皆
さ
ん
と
共
有
す
る
た
め
、

「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
～
希
望

の
あ
か
り
～
」
を
県
内
７
地
区

で
開
催
し
ま
す
。
県
南
地
域
は

白
河
市
が
会
場
。
２
０
０
０
本

の
キ
ャ
ン
ド
ル
が
灯
さ
れ
ま

す
。
同
日
は
、
白
河
市
主
催
の

「
第
３
回
震
災
復
興
音
楽
祭
」

も
行
わ
れ
ま
す
。

開
催
日　

３
月
11
日
㊌

会
場　

白
河
市
民
会
館

内
容　

▼
震
災
復
興
音
楽
祭
︙

11
時
30
分
開
場
、
正
午
開
演

▼
パ
ネ
ル
展
示
、
記
帳
所
の

設
置
︙
11
時
30
分
～
20
時
▼

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
︙
17
時

30
分
～
20
時

問 

県
南
地
方
振
興
局
復
興
支

　

援
・
地
域
連
携
室
☎
０
２
４

　

８
㉓
１
５
２
４

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
早
期
就
職
を

支
援
す
る
制
度
で
す
。

支
援
内
容　

▼
職
業
訓
練
の
受

講
料
が
無
料
▼
職
業
訓
練
中

も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
就
職
を

支
援
▼
訓
練
期
間
中「
職
業

訓
練
受
講
給
付
金
」
を
支
給

（
一
定
要
件
に
該
当
す
る
人
）

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
☎
０

　

２
４
８
㉔
１
２
５
６

３
月
１
日
㊐
〜
７
日
㊏
は

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

平
成
26
年
度
全
国
統
一
防
火

標
語「
も
う
い

い
か
い　

火
を

消
す
ま
で　

ま

あ
だ
だ
よ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

３
月
１
日
㊐
か

ら
７
日
㊏
ま
で
、
火
災
予
防
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。
春
は
、
空

気
が
乾
燥
し
て
強
風
の
日
が
多

く
、一
度
火
災
が
発
生
す
る
と
被

害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
火
の
元
、
火
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
尊
い
命
と
貴

重
な
財
産
を
火
災
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

問 

棚
倉
消
防
署
鮫
川
分
署
☎

　

㊾
２
１
１
９

確
定
申
告
・
納
付
は

お
済
み
で
す
か

　

申
告
期
限
が
近
付
く
と
申
告

書
作
成
会
場
な
ど
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
申
告
は
、早
め
に

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
税
金
は
、
納

付
期
限
ま
で
に
金
融
機
関
で
納

め
て
く
だ
さ
い
。
期
限
ま
で
に

納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
納
付

期
限
の
翌
日
か
ら
延
滞
税
が
加

算
さ
れ
、
督
促
状
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座

振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

申
告
・
納
付
期
限　

▼
所
得
税
、

復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税

︙
３
月
16
日
㊊
▼
個
人
事
業

者
の
消
費
税
、
地
方
消
費
税

︙
３
月
31
日
㊋

所
得
税
な
ど
の
振
替
日　

▼
所

得
税
、
復
興
特
別
所
得
税
︙

４
月
20
日
㊊
▼
消
費
税
、
地

方
消
費
税
︙
４
月
23
日
㊍

問 

白
河
税
務
署
☎
０
２
４
８

　

㉒
７
１
１
１

相
談

i

催
し

i

案
内

i

試
験

i

震災で被災した住宅の
二重ローン利子相当額を補助

８ 日 は 歯

の

日

1213

住民福祉課
　健康係　　　 　49-3112
　住民係・福祉係 49-3113
農林課　　　　 　49-3114
企画調整課　　 　49-3115
地域整備課
　建設係　　 　　49-3116
　環境係　　　 　49-3196
農業委員会　　 　49-3197
議会事務局　　 　49-3198
出納室　　　　 　49-3199

【その他の機関】
教育委員会　　 　49-3151
図書館　　　　 　29-1150
農業者トレーニングセンター
　　　　　　　 　49-3295
学校給食センター 49-2113
こどもセンター（保育園・
幼稚園）　　　　　29-1010
保健センター 　　29-1231
国保診療所　 　　49-2028
ほっとはうす・さめがわ
　　　　　　　 　48-2555
手･まめ･館　　 　49-2556
山王の里　　　 　48-2848

■鮫川村公式ホームページ

http://www.vill.samegawa.
fukushima.jp/

　県は、東日本大震災で被災し、住宅の二重ロー

ンで困っている人を対象に、既存住宅ローン５
年間分の利子相当額（最大140万円）を補助しま

す。
●対象…次の全てに該当する人①東日本大震災
で自らが居住していた住宅が被災し、村から「全
壊」「大規模半壊」「半壊」のいずれかの「り災証
明書」の発行を受けた人②23年３月11日時点で、
被災住宅に対して融資残高（複数の借り入れが

ある場合はその合計額）が500万円以上の既存
住宅ローンがある人③県内にある自らが居住す

るための住宅に対し、借入額（複数の借り入れが

ある場合はその合計額）が500万円以上の新規
住宅ローンがある人
●補助額…新規住宅ローンを契約した前月時点
の既存住宅ローンの債務残高と利率などに基づ

いて算定した今後５年間分の利子相当額（最大
140万円）
●申し込み…①既存住宅ローンの借入金融機関
などから「融資残高等証明書」の発行を受ける②
次の書類を添付して、新規住宅ローンの借入金
融機関などに委任状を提出する ▼り災証明書 ▼

融資残高等証明書 ▼他の金融機関などから新規
住宅ローンの借り入れがある場合、「金銭消費賃
貸契約書」の写し

問 
被災者向け住宅相談窓口専用ダイヤル☎

024-521-7698／県土木部建築指導課☎024-

521-5764
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暮らしに役立つ身近な情報をピックアップ！

情報ＢＯＸ

暮らしのカレンダー
日 月

３/１ ２
　和田医院(棚倉町)☎33-2012

●火災防御訓練…6:30 ～／大沢地内

●東白川支部合同火災防御訓練…
　10:00 ～／矢祭町

●修明高校鮫川校卒業証書授与式

●図書館休館日

●トレセン休館日

●後期高齢者医療保険

　料(第７期)納期限

８ ９
　東舘診療所(矢祭町)☎46-3165 ●図書館休館日

●トレセン休館日

●３～４カ月児健診・
お母さんの口腔健康
相談…13:30 ～／塙
厚生病院

15 16
　大木医院(棚倉町)☎33-2424 ●図書館休館日

●トレセン休館日

22 23
　おおひら整形外科クリニック
　(棚倉町)☎33-9468

●図書館休館日

●トレセン休館日

●小学校卒業証書授与
　式・修了式

●中学校修了式

29 30
　塙厚生病院(塙町)☎43-1145 ●図書館休館日

●トレセン休館日

５ ６
　木村医院(矢祭町)☎46-3528 ●図書館休館日

●トレセン休館日

●小・中学校入学式、始
　業式

火 水 木 金 土

３ ４ ５ ６ ７
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「手・まめ・館」定休日

●「さぎり荘」定休日

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●「すまいる」定休日

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●やまゆり保育室[こ]

10 11 12 13 14
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

●やまぶきの会…
　10:00 ～ 15:00[保]

●おはなしの森…
　16:00 ～ [図]

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●筋力づくり教室…
　10:00 ～ 15:00[保]

●やまゆり乳児室[こ]

●中学校卒業証書授与式

17 18 19 20 21 春分の日

◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●心配ごと相談…
　13:00 ～ 15:00[公]

●幼稚園卒園式[こ]

　東白川中央医院
　(棚倉町)☎33-3263

24 25 26 27 28
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面)

●６～７カ月児健康相談
…9:30～ [保]

●10カ月児健康診査・
お母さんの口腔健康
相談…13:00～ [保]

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●保育園修了式 [こ]

31 ４/１ ２ ３ ４
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「手・まめ・館」定休日

●「さぎり荘」定休日

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

●「すまいる」定休日

７ ８ ９ 10 11
◆送迎バス運行日
　(西野・西山・富田方面 )

◆送迎バス運行日
　(中野・東野方面 )

●「さぎり荘」定休日

◆送迎バス運行日
　(渡瀬・青生野方面 )

人の
動き

２/１現在・（　）は前月比

人口 ３,841人 （－ 3）
（－ 2）
（－ 1）
（－ 3）

　女
1,939人　男
1,902人

世帯 1,164戸

i 医＝休日当番医   [公] ＝公民館   [図]＝図書館   [保]＝保健センター
[ト] ＝農業者トレーニングセンター   [こ]＝こどもセンター ３

医

医

医

医

医

医

医

※行事などの日程は都合により変更になる場合があります。

※お誕生・おくやみ・寄付欄への掲載を希望され
　ない人は、届け出の際に申し出てください。

おく
やみ

１月届け出分・敬称略

住 所 氏 名 月 日 年齢

戸 倉 関根　乙夫  1. 6 89歳
道少田 宗田美津枝  1.13 92歳
新 宿 高原　房江  1.15 93歳
石 井 中川西喜八  1.16 79歳
中野町 山形　末次  1.20 92歳

■社会福祉事業のために[金員]…宗
田文夫（道少田）　中川西忠勝（白河
市）　山形英子（中野町）
■ひだまり荘へ…[綿毛布他]土屋
サチ子（彦次郎）[タオル]湯座和男
（真坂）

寄付
寄贈

１月受理分・敬称略

第１日曜日は環境美化の日

第１日曜日は環境美化の日

March

1415

お誕生

１月届け出分・敬称略

水野　結
ゆいな

海・女
平 27.1.21生
住所…伏木田
保護者…貴広・聡子

編/集/後 /記
■今回、紹介した新商品「とっても大豆な
フロランタン」は、見た目は硬そうな印象
を受けましたが、口に入れると大豆の軽い
食感に驚きました。小森さんは「農家さん
がてまめに作った村産大豆だから得られる
食感です」ときっぱりと答えました。これ
まで大豆を食べる機会が少なかった人にも
受け入れられるのではないかと期待が高ま
ります。■「抹茶くず湯」と「しょうが湯」
を開発した髙野さん。「作りたいと考えて
いるものはたくさんあります」とアイデア
は尽きません。今後、どのような新商品が
誕生するのか楽しみです。　　　　（前田）


